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※
受
験
方
法
、
制
度
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
白

河
地
域
事
務
所
☎
㉔
０
３
７
２

　
真
剣
に
結
婚
を
望
ん
で
い
る
独

身
男
性
を
対
象
と
し
た
各
種
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
全
講
座
（
６
回
）
を
受

け
た
方
は
優
先
的
に
本
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝
日
時
　
９
月
21
日
㈮
～
11
月
22

日
㈭
（
毎
月
第
３
金
曜
日
・
第
４

木
曜
日
）
／
午
後
６
時
30
分
～
８

時
30
分　
※
参
加
無
料

⃝
会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
内
容
　
話
し
方
講
座
（
３
回
）、

身
だ
し
な
み
講
座
（
３
回
）

⃝
定
員
　
20
人　
※
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選

⃝
対
象
者　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方　
▽
本
市
ま
た
は
西
白

河
郡
在
住
の
独
身
男
性
（
平
成
24

年
12
月
31
日
現
在
で
20
歳
以
上
40

歳
以
下
）
▽
昨
年
の
本
講
座
を
受

講
し
て
い
な
い
方

⃝
申
込
期
限
　
８
月
31
日
㈮
ま
で

⃝
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

除
き
、
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

７
５

　
市
で
は
、
糖
尿
病
ゼ
ロ
作
戦
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
大
切
で
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
平
成
24
年
度
特
定
健
康
診
査

の
結
果
、
①
空
腹
時
血
糖
１
１
０

㎎
／
ｄ
ｌ
以
上
１
２
５
㎎
／
ｄ
ｌ

以
下
ま
た
は
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
5.2
％
以

上
6.0
％
以
下
の
方
、
②
空
腹
時
血

糖
95
㎎
／
ｄ
ｌ
以
上
・
Ｈ
ｂ
Ａ
１

ｃ
5.2
％
以
上
で
、
家
族
歴
に
糖
尿

病
・
心
血
管
疾
患
・
脳
血
管
疾
患

の
あ
る
方
を
対
象
に
、「
血
管
若
返

り
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
・
内
容　
①
９
月
７
日
㈮

／
午
前
10
時
か
ら
／
栄
養
士
の
講

話　
②
９
月
24
日
㈪
／
午
後
１
時

30
分
か
ら
／
理
学
療
法
士
の
運
動

③
10
月
２
日
㈫
／
午
後
１
時
30
分

か
ら
／
有
酸
素
運
動　
④
10
月
30

日
㈫
／
午
後
１
時
30
分
か
ら
／
有

酸
素
運
動　
⑤
11
月
26
日
㈪
／
午

前
８
時
30
分
か
ら
／
血
液
検
査　

⑥
12
月
14
日
㈮
／
午
前
10
時
か
ら
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《
大
学
卒
程
度
》

⃝
職
種
・
採
用
予
定
人
員
　

▽
建
築
（
平
成
24
年
12
月
１
日
以

降
採
用
）
１
人
程
度　

▽
建
築
（
平
成
25
年
４
月
１
日
採

用
）
１
人
程
度

⃝
資
格
　
昭
和
53
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
今
年
度
す
で
に
実

施
し
た
本
市
職
員
採
用
候
補
者
試

験
を
受
験
し
て
い
な
い
方
（
学
歴

不
問
）　
※
平
成
24
年
12
月
１
日

　
各
医
療
機
関
で
行
う
個
別
検
診

は
、
10
月
31
日
㈬
ま
で
受
診
で
き

ま
す
。
受
診
の
際
に
は
受
診
券
と

保
険
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
受
診
券
（
再
）
交
付

希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
通
院
治
療
中
の
方
も
個

別
検
診
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
受

診
の
要
否
に
つ
い
て
は
、
主
治
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
個
別
検
診
は
、
各
実
施
医
療
機

関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

７
６

　
今
年
度
の
保
険
料
額
が
決
定
し

ま
し
た
。

⃝
所
得
割
率　
７
．
７
６
％
（
前

年
度
比
較
＋
０
．
１
６
％
）

⃝
均
等
割
額
　
４
万
円（
据
え
置
き
）

※
特
別
徴
収
は
年
金
か
ら
の
天
引

き
、
普
通
徴
収
は
口
座
引
き
落
と

し
の
手
続
き
を
し
て
い
る
場
合
を

／
教
室
の
ま
と
め　

◦
会
場　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
北
中
川
原
）

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
健
康
増
進
課
☎
㉗
２
１
１

２⃝
開
催
日
　
10
月
10
日
㈬

⃝
会
場
　
▽
白
河
地
域
　
市
民
会

館
（
手
代
町
）　
▽
表
郷
地
域
　

表
郷
体
育
館
（
表
郷
番
沢
）　
▽

大
信
地
域
　
大
信
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
（
大
信
町
屋
）　
▽
東
地

域
　
東
文
化
セ
ン
タ
ー
（
東
釜
子
）

※
白
河
地
域
の
会
場
が
昨
年
と
違

い
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後

広
報
白
河
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７

２
２
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
４　
大
信
☎
㊻
２

１
１
４　
東
☎
㉞
２
１
１
６

⃝
日
時
　
８
月
22
日
㈬
／
午
後
１

時
～
４
時　
※
予
約
不
要

⃝
会
場
　
市
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
管
理
棟
（
北
中
川
原
）

⃝
内
容
　
不
動
産
登
記
、
税
金
、

求
職
、
年
金
な
ど
行
政
全
般
の
相

談
（
相
談
無
料
）

問
本
庁
舎
総
務
課　
内
２
３
１
３

／
福
島
行
政
評
価
事
務
所
☎
０
２

４
︲
５
３
４
︲
１
１
０
１

⃝
日
時
　
８
月
29
日
㈬
／
午
後
１

時
30
分
か
ら　
※
入
場
無
料

⃝
会
場
　
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
郭
内
）

⃝
内
容
　
▽
講
演「
家
族
の
心
構
え
」

▽
講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ビ
ー
ン
ズ

ふ
く
し
ま　
若わ

か
つ
き月
ち
よ
理
事
長

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
５
６
４
９

　
在
宅
医
療
へ
の
不
安
・
悩
み
が

あ
る
方
を
対
象
に
、
医
師
・
看
護

師
が
電
話
で
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
（
相
談
は
無
料
で
す
）
。

⃝
日
時
　
毎
日
／
午
前
９
時
～
午

後
５
時　
※
時
間
外
は
留
守
番
電

話
等
で
対
応
し
ま
す
。

⃝
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
セ

ン
タ
ー
☎
０
２
４
８
︲
２
９
︲
８

２
７
５

21 20

募
集

以
降
採
用
試
験
は
、
前
記
に
加
え

一
級
建
築
士
免
許
ま
た
は
二
級
建

築
士
免
許
を
有
す
る
方

⃝
試
験
方
法
　
教
養
試
験
・
専
門

試
験
・
適
性
検
査
・
口
述
試
験
・

身
体
検
査
・
作
文
試
験

⃝
試
験
日
・
試
験
会
場
　
９
月
16

日
㈰
・
17
日
㈷
／
市
役
所
本
庁
舎

⃝
申
込
受
付
期
限
　
８
月
22
日
㈬

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

※
受
験
案
内
お
よ
び
申
込
用
紙
は

本
庁
舎
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

※
大
学
卒
程
度
後
期
試
験
、
民
間

企
業
等
職
務
経
験
者
後
期
試
験
、

高
校
卒
程
度
試
験
、
資
格
免
許
職

試
験
は
予
定
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
広
報
白
河
７
月
15
日
号

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
総
務
課　
内
２
３
１
４

《
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
自
衛

隊
）
》

⃝
資
格
　
18
歳
以
上
21
歳
未
満

（
高
校
卒
見
込
み
含
む
）

⃝
試
験
日
　
９
月
22
日
㈷

⃝
試
験
会
場　
郡
山
市
労
働
福
祉

会
館
（
郡
山
市
虎
丸
町
）

⃝
申
込
期
間
　
８
月
１
日
㈬
～
９

月
７
日
㈮

案
内

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
創
出
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
舎
地
域

支
援
課
内
）
内
２
２
５
７
／
Ｅ
メ

ー
ルchiiki@

city.shirakaw
a.

fukushim
a.jp

／
各
庁
舎
総
務
課

表
郷
☎
㉜
２
１
１
１　
大
信
☎
㊻

２
１
１
１　
東
☎
㉞
２
１
１
１

⃝
募
集
作
品
　
観
察
記
録
や
既
存

デ
ー
タ
な
ど
を
手
描
き
ま
た
は
パ

ソ
コ
ン
で
グ
ラ
フ
に
し
た
ポ
ス
タ

ー
　
▽
テ
ー
マ
　
自
由　
▽
大
き

さ
　
縦
72.8
㎝
×
横
51.5
㎝
（
Ｂ
２
判
）

⃝
応
募
資
格　
小
学
生
以
上

⃝
申
込
期
限
　
９
月
３
日
㈪
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
統
計
課
☎
０
２
４
︲
５
２
１
︲

７
１
４
３

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111/Fax㉜2234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111/Fax㊻2409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111/Fax㉞3584

くらしの
情 報 館市

職
員
採
用
試
験（
追
加
募
集
）

自
衛
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト

「
出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会
」

自
分
改
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者

福
島
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
作
品

《しらかわ盆踊り大会》
⃝日時　８月23日㈭・24日㈮
　　　　／午後５時20分から
⃝会場　城山公園（郭内）
⃝内容　金魚すくい、ポップコ
　　　　ーン、わたあめ、やき
　　　　そば、おでんなどの出
　　　　店、ダルライザー握手
　　　　会・サイン会・撮影会
　　　　など
問中央公民館☎㉓3810

特
定
健
康
診
査

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

血
管
若
返
り
教
室

敬
老
会

ミ
ニ
合
同
行
政
相
談
所

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

「
し
ら
か
わ
在
宅
医
療

拠
点
セ
ン
タ
ー
」
開
設
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ス
コ
ー
ト　
▽
市
民
体
育
館　
白

河
第
一
・
白
河
第
三
・
関
辺
・
大

沼
市
民
体
育
館　
▽
表
郷
総
合
運

動
公
園　
表
郷
体
育
館　
▽
表
郷

小
学
校　
プ
ー
ル　
▽
大
信
総
合

運
動
公
園　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
市
民
プ

ー
ル　
▽
東
風
の
台
運
動
公
園　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ふ
れ
あ
い
プ
ー

ル
（
屋
内
プ
ー
ル
）

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
５
／
中
央
体
育
館
☎
㉒

８
９
７
１
／
各
庁
舎
教
育
振
興
課

表
郷
☎
㉜
４
７
８
２　
大
信
☎
㊻

３
９
７
６　
東
☎
㉞
３
１
４
６

　
西
白
河
地
方
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
は
、
搬
入
さ
れ
た
草
木
・
枝

葉
等
を
焼
却
し
た
際
に
発
生
す
る

燃
え
殻
・
ば
い
塵じ

ん

か
ら
基
準
を
超

え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ

れ
た
た
め
、
施
設
内
に
そ
の
焼
却

灰
を
一
時
保
管
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
基
準
を
超
え
る
焼
却
灰
が
さ

ら
に
増
え
続
け
る
と
、
保
管
場
所

の
確
保
が
困
難
に
な
り
、
ご
み
の

焼
却
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

⃝
会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
内
容
　
▽
講
演
「
い
ま
幸
せ
で

す
か
？
」　
▽
講
師
　
大お

お
む
ら村
崑こ

ん

氏

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。
整
理
券
は
８
月
13

日
㈪
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
各
事

務
所
で
配
布
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５

９⃝
日
時
　
８
月
26
日
㈰
／
午
前
11

時
～
午
後
６
時

⃝
会
場
　
Ｊ
Ｒ
バ
ス
白
棚
線
磐
城

金
山
駅
駐
車
場
（
表
郷
金
山
）

⃝
内
容
　
屋
台
、
ス
テ
ー
ジ
、
白

棚
線
の
写
真
等
展
示
な
ど

⃝
入
場
料
　
無
料

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
表
郷
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
藤ふ

じ
た田
☎
０
８

０
︲
５
５
５
７
︲
７
０
７
２

⃝
開
園
期
間
・
時
間
　
８
月
中
旬

ま
で
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

⃝
場
所
　
白
坂

⃝
料
金
　
▽
大
人
　
５
０
０
円

▽
小
人
　
３
０
０
円
（
小
学
生
か

ら
）　
※
持
ち
帰
り
料
金
は
別
途

問
同
園
☎
㉘
２
６
４
２
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態
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
当
分

の
間
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
―
へ
の

草
木
・
枝
葉
等
の
搬
入
自
粛
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
集
積

所
に
出
さ
れ
た
草
木
・
枝
葉
の
収

集
は
、
数
量
を
制
限
し
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備

組
合
衛
生
課
☎
㉘
３
５
５
８
／
本

庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
４

《
千
灯
供
養
会
》

⃝
日
時
　
８
月
13
日
㈪
／
午
後
５

時
30
分
か
ら

《
鉄
道
模
型
運
転
会
》

⃝
日
時
　
８
月
25
日
㈯
／
午
後
１

時
～
６
時　
８
月
26
日
㈰
／
午
前

９
時
～
午
後
２
時

＝
共
通

⃝
会
場
　
大
統
寺
（
馬
町
）

⃝
参
加
料
　
無
料

問
大
統
寺
☎
㉓
２
７
２
３

⃝
日
時
　
９
月
１
日
㈯
／
午
後
１

時
30
分
か
ら

　
県
南
都
市
計
画
下
水
道
を
変
更

す
る
た
め
、
都
市
計
画
案
を
縦
覧

し
ま
す
。

⃝
都
市
施
設
名
　
白
河
・
西
郷
公

共
下
水
道

⃝
日
時
　
８
月
10
日
㈮
～
24
日

㈮
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
（
平
日
の
み
）

⃝
会
場
　
本
庁
舎
都
市
計
画
課
、

県
南
建
設
事
務
所
企
画
調
査
課

（
白
河
合
同
庁
舎
）
、
県
庁
都
市

計
画
課
（
福
島
県
庁
）

問
本
庁
舎
都
市
計
画
課　
内
２
２

８
２
／
県
南
建
設
事
務
所
企
画
調

査
課
☎
㉓
１
６
１
７

　
８
月
21
日
㈫
は
「
県
民
の
日
」

と
し
て
、
次
の
体
育
施
設
が
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

⃝
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

⃝
無
料
開
放
施
設
　
▽
総
合
運
動

公
園　
中
央
体
育
館
・
国
体
記
念

体
育
館
・
市
民
プ
ー
ル　
▽
し
ら

さ
か
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園　
テ
ニ

22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

23

夏
休
み
寺
子
屋
シ
リ
ー
ズ

体
育
施
設
無
料
開
放

都
市
計
画
案
の
縦
覧

お
願
い

草
木
・
枝
葉
の
収
集
制
限

福
祉
講
演
会

表
郷
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り

白
河
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
のヒ

ル丘
開
園

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『 

福
島
の
快
男
児 

』

市
長
の

手
控
え
帖

い
、
医
療
・
食
料
品
の
大
手
企
業
に
成
長
し
た
。

  

明
治
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
武
田
薬
品
や
田

辺
製
薬
と
並
ぶ
大
会
社
が
あ
っ
た
。
そ
の
名
は

星
製
薬
、
創
業
者
は
星
一
。
明
治
６
年
、
い
わ
き

市
南
部
の
植
田
に
生
ま
れ
る
。
明
治
の
初
め
は
、

洪
水
の
よ
う
に
欧
米
の
思
想
や
科
学
が
入
っ
た
。

時
代
の
風
に
吹
か
れ
る
よ
う
に
、
雄
飛
の
志
高
い

青
年
は
上
京
し
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
へ
。
働
き
な

が
ら
大
学
で
学
ぶ
。
む
こ
う
で
研
究
に
励
む
野

口
英
世
と
出
会
い
、
同
県
の
よ
し
み
も
あ
り
、
強

い
友
情
を
結
ぶ
。
ま
た
滞
米
中
に
新
渡
戸
稲
造

や
伊
藤
博
文
ら
と
、
帰
国
後
も
後
藤
新
平
や
、
広

田
弘
毅
ら
の
知
遇
を
得
る
な
ど
多
彩
な
人
脈
を

築
い
た
。
特
に
新
平
と
は
、
人
生
を
左
右
す
る
ほ

ど
の
特
別
な
交
わ
り
を
結
ぶ
。

  

星
は
薬
の
将
来
性
を
見
込
み
、
会
社
を
興
す
。

湿
布
薬
の
事
業
化
に
成
功
し
、
山
手
線
大
崎
駅
前

に
近
代
的
工
場
を
建
設
。
続
い
て
家
庭
用
の
胃

腸
薬
を
世
に
送
り
ヒ
ッ
ト
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で

輸
入
に
頼
っ
て
い
た
モ
ル
ヒ
ネ
を
国
産
化
し
た
。

こ
れ
で
一
挙
に
ト
ッ
プ
の
座
へ
昇
る
。
こ
れ
に

は
、
新
平
の
影
響
下
に
あ
る
台
湾
総
督
府
か
ら
原

料
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
独
占
的
な
製
造
権
を

得
た
こ
と
に
よ
る
。
当
時
、
民
間
の
力
は
ま
だ
弱

く
、
企
業
は
政
府
と
の
関
り
を
持
た
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

  

さ
ら
に
コ
カ
イ
ン
・
キ
ニ
ー
ネ
の
生
産
に
着
手

し
、「
東
洋
の
製
薬
王
」
と
呼
ば
れ
た
。
美
容
品

や
食
料
品
も
扱
う
よ
う
に
な
り
、
ホ
シ
の
名
は
日

本
中
に
と
ど
ろ
い
た
。
と
に
か
く
創
造
的
で
、
底

ぬ
け
に
明
る
い
。
故
郷
を
愛
し
、
社
員
を
大
事
に

す
る
情
の
人
。
人
を
固
定
経
費
や
数
値
に
置
き

換
え
る
視
点
と
は
、
全
く
異
な
る
経
営
理
念
に
貫

か
れ
て
い
た
。

  

天
災
な
ら
ば
あ
き
ら
め
る
。
人
災
な
ら
ば
あ

き
ら
め
き
れ
な
い
。
国
会
の
事
故
調
査
委
員
会

は
原
発
事
故
を
人
災
と
断
じ
、
国
・
東
電
に
鋭

い
批
判
の
矢
を
放
っ
た
。
だ
が
向
け
ら
れ
た
側

に
、
真
摯
に
向
き
あ
お
う
と
す
る
姿
勢
は
見
え
な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
十
分
な
検
証
も
な
く
、
お

ざ
な
り
の
安
全
基
準
を
急
ご
し
ら
え
す
る
。
そ

し
て
大
飯
原
発
が
再
稼
働
。
初
め
威
勢
の
よ
か

っ
た
関
西
自
治
体
の
長
も
、「
電
気
が
と
ま
る
恐

怖
」
に
頬ほ

お

か
む
り
。
肝
心
な
こ
と
が
「
あ
い
ま
い
」

に
さ
れ
た
ま
ま
時
が
流
れ
る
。
時
は
悲
し
み
を

い
や
し
、
生
き
る
力
を
取
り
戻
し
て
く
れ
る
。
し

か
し
悲
劇
の
再
来
を
防
ぐ
に
は
、
涙
の
か
わ
か
な

い
う
ち
に
根
本
か
ら
対
策
を
立
て
る
こ
と
が
必

要
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
気

配
は
な
い
。

  

徳
島
大
学
が
白
河
市
の
放
射
線
対
策
を
、
専
門

的
立
場
か
ら
支
援
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
大
学
は
、
地
方
に
あ
り
な
が
ら
も
、
医
・
工
・

薬
学
の
理
工
系
が
充
実
し
高
い
レ
ベ
ル
を
誇
る
。

今
月
中
に
も
、
放
射
性
物
質
の
実
体
や
放
射
線
量

と
健
康
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
戴
く
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

  

徳
島
で
生
ま
れ
た
会
社
に
大
塚
製
薬
が
あ
る
。

空
港
周
辺
に
は
工
場
・
研
究
所
が
立
ち
、
発
祥
の

地
鳴
門
に
は
豪
荘
な
国
際
美
術
館
も
あ
る
。
オ

ロ
ナ
イ
ン
軟
膏
が
大
ヒ
ッ
ト
し
、
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ

や
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
は
国
民
的
飲
料
と
な
っ
た
。

由
美
か
お
る
ら
有
名
女
優
を
宣
伝
に
う
ま
く
用

  

販
売
網
も
強
力
。
全
国
に
ホ
シ
チ
ェ
ー
ン
と
い

わ
れ
る
三
万
も
の
特
約
店
を
持
っ
た
。
一
町
村

一
店
舗
と
し
、
二
店
か
ら
希
望
が
あ
っ
た
場
合
は

貧
し
い
ほ
う
を
採
用
し
た
と
い
う
。
星
は
特
約

店
を
大
事
に
し
た
。
店
主
に
は
、
売
れ
と
は
言

わ
ず
「
親
切
第
一
」
に
と
教
え
た
。 
「
親
に
は
孝
、

子
に
は
愛
、
友
に
は
信
、
他
人
に
は
同
情
」。
親

切
と
は
、
人
と
し
て
当
然
な
す
べ
き
こ
と
と
し
、

社
訓
に
も
し
た
。
息
子
の
名
も
親
一
。
ホ
シ
特

約
店
の
子
弟
を
教
育
す
る
た
め
、
商
業
学
校
を
創

立
。
月
謝
や
寄
宿
代
は
無
料
。
こ
れ
が
今
の
星

薬
科
大
学
と
な
る
。
ま
た
、
女
性
が
働
き
や
す
い

よ
う
に
と
、
会
社
に
託
児
所
や
幼
稚
園
を
設
け
た
。

百
年
た
っ
た
今
で
も
容
易
に
で
き
な
い
こ
と
を
、

さ
も
当
然
の
よ
う
に
や
っ
て
の
け
る
。

   

親
一
は
Ｓ
Ｆ
短
編
の
名
手
「
星
新
一
」
と
な
る
。

新
一
は
、
父
の
経
営
の
才
は
受
け
継
が
な
か
っ
た
。

母
方
の
祖
母
は
森
鷗
外
の
妹
。
こ
の
血
が
筆
の

才
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
低
く
み
ら

れ
て
い
た
Ｓ
Ｆ
の
地
位
を
引
き
あ
げ
た
功
労
者
。

先
駆
者
・
新
一
の
働
き
な
く
し
て
、
弟
分
小
松
左

京
や
筒
井
康
隆
の
輝
き
は
な
か
っ
た
。

  

や
が
て
、
星
製
薬
に
暗
雲
が
た
ち
こ
め
る
。

往
々
に
し
て
、
急
成
長
に
は
ど
こ
か
危
う
さ
が
つ

き
ま
と
う
。
新
平
の
力
が
衰
え
、
政
敵
が
実
権
を

握
る
と
、
強
い
逆
風
に
見
舞
わ
れ
る
。
不
条
理
な

力
に
翻
弄
さ
れ
、
脇
の
甘
さ
も
あ
り
、
破
綻
。
一

代
の
英
傑
は
再
起
を
期
し
踏
ん
ば
っ
た
が
、
そ
の

死
と
と
も
に
会
社
も
消
え
た
。
星
新
一
は
こ
れ

を
、「
人
民
は
弱
し 

官
吏
は
強
し
」
に
万
感
の
思

い
を
込
め
て
書
い
て
い
る
。

  

今
、
星
一
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

気
持
ち
が
沈
ん
で
い
る
今
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の

才
覚
と
進
取
の
気
性
で
、
跳
ぶ
よ
う
に
、
激
動
の

時
代
を
駆
け
抜
け
た
先
人
が
い
た
こ
と
を
憶
え

て
お
き
た
い
。


